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剣道における打撃の成功効率について
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1 .目 的

従来，剣道における打突動作に関する研究は，有効打突に焦点をあて，打突のより効果的な

動作を解明するために， cinematographyや electromyographyの面から検討が進められて

きている。坪井は「剣道に関する動的姿勢の研究Jで打撃動作中の移動姿勢をとらえ，身体各
(1)， (2) 

部の相互関係を速度の面から検討を行ない，“剣道鍛練者は，合理的で効率の高い速度配分で

打撃が行なわれている"と報告している。また，坪ずは竹万速度と身体各部の打撃姿勢との研

究で“鍛練者の上肢と竹万先端は，竹万振り上げ最高時の前後にそれぞれ急速な動きがみら

れ，竹万振り上げ最高位では速度が減じて，打撃部位を確認しているようである。また，竹万

振りおろしでは瞬発的で大きな力が働いている"と報告している。その他多くの文献をみるこ

とが出来る。しかしこれらの先行研究は，主として有効打突を行なった者の動作中の分析で

あり，打突が有効打突になった(成功)り，有効打突にならなかった(不成功〉時の相手の動作

と自分の動作の関係を云々した研究は殆んどみられない。そこで本研究は，剣道のわざの中か

ら，自分の竹万操作によって一方的に打撃動作を行なう“しかけわざ"(払い面)と，相手の竹

万操作との関係で打撃動作を行なう“応じわざぺ面すり上げ面)，また， 同一系統のわざでも竹

万操作や運動範囲の異なる動作(小手すり上げ小手〉を対象にして，打撃が成功した時と不成功

の時の，仕かける者と受ける者の関係を，竹刀速度の面から比較検討を行なった。竹万速度の

比較には速度率を用いた。これは，たとえ相手の移動範囲や方向，さらに速度が変化しても，

竹万を“払い"あるいは“すり上げる"とし、う結果の動作において，速度率の係数が一定の範

囲内に集中し，両速度の関係に常数が得られるのではなし、かとし、う仮説のもとに検討を行なっ

* 慶鷹義塾大学体育研究所助教授
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たものである。

II. 方 法

1.被験 者

本研究は，熟練度の検討ではなく，成功，不成功の動作を対象にしたものであるので，被験者

は連日練習を行なっている剣道経験者で，経験年数 8"-'10年，段位 3"-'4段，年齢21"-'23歳の

男子， 10名とした。

2.対象動作

(1) 払い面打一一しかけわさやの中で、代表的なものの一つで，相手が竹万を構えている左斜下

から竹万を払い上げ，前に出て面を打つわざで、ある。

(2) 面すり上げ面打一一応じわざの中で代表的なものの一つであり，相手が面を打ってくる

所を，受ける者が前に出て相手の竹万をすり上げ，前に出て面を打つわざである。

(3) 小手すり上げ小手打一一応じわざの中で，面すり上げ面打とならび，すり上げわざの代

表的なものである。すり上げるとし、う条件を一定にしある程度，動作や運動範囲の異なるわ

ざを対象に検討する関係から対象にした。このわざの動作は，相手が小手を打ってくる所を，

前に出て相手の竹万の右側面からすり上げ，小手を打つわざである。

なお，払いわざとすりあげわざの相違は，原理はまったく同じである。ただ払いわざは相手

が構えて停止している竹万を払い上げるのに対し，すり上げわざは打ち下ろしてくる相手の竹

万を払い上げるのであるから，その払い上げる角度が異なる。すなわち，停止しているものに

対しては，比較的大きな角度をもって払い上げないと力が加わらないが，打突してくるものに

対しては，すり上げる程度で十分に払い上げることができる。つまりすり上げわざは，すり上

げるように払い上げ、て打つわざと解してよし、。

3.測定方法(図 1参照〉

(1) 両動作の竹万の移動過程における速度を検討すべく， 1/100秒のタイマーを連続フィル

ム上に同時に撮影し，また，竹万の打突部を金網で包み，電流を通し，両竹万が接触した瞬間

に電気マーカーがつくようにして，タイマーとともに連続フィルム上に同時撮影した。

(2) カメラの位置は，被験者の移動に伴う角度差を考え，距離を20mとした。

(3) カメラの高さは，払い，すり上げが行なわれる高さにセットした。

(4) 払い面打，面すり上げ面打，小手すり上げ小手打の動作を被験者に行なわせ，被験者の

右側面からフィルム速度 1/48秒で撮影した。

(5) 動作を行なう場合の指示は，お互いに分らないように指示した。払い面打の場合は，払
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16ミリカメラ
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図 1 測定方法

20m 

金品目

直線

111流器

った後どの部位を打突するか受ける者には分らないようにした。面すり上げ面，小手すり上げ

小手の場合は，払い面打と同じく，相手に小手を打っか，面を打っか分らないように指示し，

一方には小手にきたら小手すり上げ小手，面にきたら面すり上げ面を打つように指示した。

4.整 理方法

(1) 成功と不成功の基準は，そのわざが有効打突につながったものを成功とした。有効打突

は，全日本剣道連盟の試合規則，第17条の基準である“充実した気勢，適法な姿勢をもって竹
(4) 

万の打突部で打突部位を正確に打突したもの"である。ただし，フィルム上では，充実した気

勢は理解出来ないので，測定中に，剣道 7段と 6段の者 3名が立合い判定した。払い面の成功

は，相手の竹刀を払い，その後，打突も有効打突になったものである。不成功は，相手の竹万

を払うには払ったが，その後の打突が有効打突にならなかったものである。面すり上げ面と小

手すり上げ小手打の成功は，すり上げが出来，その後有効打突になったものである。不成功は，

すり上げらしき動作が行なわれているが，有効打突につながらなかったものである。

(2) 連続フィルムで撮影した竹万動作をモーションアナライザーで分析し，各わざの動作の

起り(竹刀の動き始め〉から打ちまで、の竹万速度の移動過程をみた。そして両者の竹万速度(平

均竹万速度)の速度率から係数を算出した。

(3) 竹万の速度率の算出方法は，打つために振りおろす者の竹万の全過程における各移動速

度をAとし，受ける者の竹万の全過程における各移動速度をBとして， -IL×100として係
A+B 

数を算出した。
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llI.結果の考察

1.払 い面打

(1) 成功，不成功時における竹万の速度過程

図2は，払い面打が成功した時，図 3は不成功の時の竹万先端速度の変化過程を表わした曲

線である。各10例の中， 8例が同一傾向を示し，その中の各 1例を抽出したものである。図 1

が示すように，仕かける者の竹万先端速度の傾向は，起こりから相手の竹万を払うまで速度が

急激に大きくなり，速度を増しながら相手の竹万を払い上げ，竹万最高で一時減少し，面打に

かけて再び急激に増加して面打に移行し，面打瞬時には速度がゼロになるのがみられる。受け

る者の竹万先端速度は，払われた直後に速度が一時増加し，その後，一度減少して再び面打に

かけてゆるやかではあるが増加し，打撃瞬時には速度が最高になる傾向がみられる。

図 2 払い面〈成功〉における竹万先端

速度の曲線
ーーー:払い面を行う方の竹刀先端速度
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図 3 払い面〈不成功〉における竹万先端

速度の曲線
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図3においては，仕かける者の竹万先端速度が，起こりから面打瞬時まで図 2とほぼ同様の

傾向がみられる。しかし，全般的に成功時にくらべ不成功時では動作時間が多少長く，また，

竹万最高から面打にかけての速度の増加も少ない傾向がみられる。受ける者の竹万先端速度

は，成功時のように払われた直後から速度が減少する傾向はみられず，徐々に速度が増し，打

撃瞬時には最高の値になる傾向がみられる。

以上のことから仕かける者の竹万先端速度の変化は，成功時と比較して不成功時の場合は面

打の振りおろし速度が多少小さい傾向がみられる。また，受ける者の竹万先端速度の変化にお
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いては，成功する場合，払われた後，一時速度が減少することなく，ゆるやかながらも速度が

増加するとし、う顕著な相違がみられた。この成功時における受ける者の払われた後の一時的な

減少は，仕かける者が受ける者の構えを崩し，受ける者の構えを無効にしたことを示すものと

思われる。

(2) 成功・不成功時における竹万速度の速度率

70 : 

60.1 

50 

図 4 払い面の係数図

A:面打ちのため振りおろす竹万速度

B:すり上げの竹刀速度

B/(A+B) X100 

。 = 成 功

.=不成功

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

例数一一ー

していることを示すものと思われる。

2.面すり上げ面打

(1) 成功・不成功時における竹万速度過程

図4は，成功時と不成功時における仕かける者

と受ける者の竹万先端速度の関係を速度率〈係数〉

からみたものである。

成功時では，速度率が 5""""25の係数範囲内に分

布しており，不成功時においては成功時の範囲外

で， しかも，成功時の分布より高い係数範囲内に

分布するのがみられる。すなわち，払い面打にお

ける両者の竹万速度の関係は，成功する場合には

係数が小さくまとまり，不成功の場合には，成功

時の係数群より大きな値の範囲でまとまっている

のがみられる。これは，仕かける者が，相手の竹

万を払ってから面打をする竹万速度に左右され，

成功する場合は，不成功の時より速い速度で打撃

図5，図6は，仕かける者とすり上げを行なう者との竹万の速度過程の関係を表わし，各10

例中成功 8例，不成功 7例が同一傾向であり，その一曲線である。なお，本測定は，成功・不

成功時におけるすり上げまでの両者の竹万速度の関係をみたもので，すり上げ点までの速度の

移動過程を表わしたものである。図 5が成功時，図6が不成功時を表わした曲線である。両図

とも縦軸に二つのスケールがあるが，これは，すり上げ点を基準にして考察をする関係から，

仕かける者と受ける者の両速度のスケールを記入したものである。

成功時の傾向は，図 5が示すように，全般的に仕かける者の竹万速度の変化に対し，受ける

者が竹万速度を増しながら交わせているのがみられる。特にすり上げ点前では，仕かける者の

竹刀速度に竹万を交わせるように，受ける者の竹刀速度が急激に増しているのがみられる。

不成功時の傾向は，図6が示すように，前半は多少成功時と類似した傾向がみられるが，全
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図 S 面すり上げ面(不成功〉における

竹万先端速度の曲線

図 5 面すり上げ面(成功〉における

f竹万先端速度の曲線

ーー四:仕かけ手の竹刀先端速度

M/SEC.一一:すり上げを行う方の竹万先端速度 M/SEC.
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般的に仕かける者の竹万速度の変化に，受ける者の竹刀速度がついて行けない傾向がみられ

る。特に，すり上げ点前では，速度が減少してしまう傾向がみられ，動作開始時の速度と，さ

ほど違わない速度ですり上げが行なわれているのがみられる。

以上のことから，成功する場合は受ける者が，仕かける者の竹万の振りおろす速度に対し，

うま《タイミングを合わせるように速度を調整させ，すり上げの効率を高めているものと思わ

図 7 面すり上げ面の係数図

A:振りおろす竹刀速度

B:すり上げの竹万速度

B/(A+B) X100 
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れる。しかし，不成功の場合は，仕かける者の竹

万速度に一旦は合わせるようにしているが，その

後は仕かける者の竹万速度についてゆけず，不適

確なすり上げ動作が行なわれるものと思われる。

これは，タイミングを合わせるように，すり上げ

動作を行なっているというよりも，自分の速度で

すり上げるだけが精一杯の動作であると思われ

る。

(2) 成功・不成功時における竹万速度の速度率

図7は，成功・不成功時の仕かける者と受ける

者との竹万速度の関係を速度率(係数〉の面から

みたものである。

成功する場合も不成功の場合も，住かける者の
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竹万速度と受ける者の竹万速度との聞には，一定の関係がみられ，その係数がある範囲内に分

布しているのがみられる。成功時には15""""30の範囲内に分布しており，不成功の場合には30""""

40の聞に分布しているのがみられる。このことは，その範囲内で相手との関係が処理されてい

ることを示し，この範囲を，成功するための常数的範囲とみてよいと思われる。

3.小手すり上げ小手打

(1) 成功・不成功時における竹万速度過程

成功時の傾向は， 10例中 8例が同一傾向を示した。その中のー曲線である図 8が示すよう

に，受ける者の竹万速度が，仕かける者の竹万速度にあわせるように，竹万速度をすり上げ直

前で急激に早めて行き，仕かける者の竹刀速度が最高点に達する前で竹万速度を交わらせ，す

り上げを行なっている傾向がみられる。これは，相手を迎え打つような型で竹刀速度を速めて

行き，上手くタイミングを合わせてすり上げを行なっているものと思われる。また，このこと

は反射的な動作で竹万操作を行なっているものと思われる。

不成功時の傾向は， 10例中 7例が同一傾向を示し，その中のー曲線の図9が示す通り，仕か

ける者の竹万速度が一旦最高になり，その後速度が減少してからすり上げが行なわれており，

すり上げ点も成功時にくらべ低い位置で行なわれているのがみられる。これは，面すり上げ面

の不成功時と同じような傾向であり，仕かける者の竹万速度に受ける者が竹万速度を合わせら

れず，自分の速度ですり上げるだけが精一杯の動作であると思われる。また，たまたますり上

図 8 小手すり上げ小手(成功)におけ 図 g 小手すり上げ小手(不成功〉に

る竹万先端速度の曲線 おける竹万先端速度の曲線
ーーー:仕か片手の竹刀先立;iij創立
・・・圃:すり上げを行う )iの竹刀先端速度
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げが出来ても，それは，相手の動作の終末期に合

致してできたものと思われる。不成功の場合は，

すり上げのタイミングが悪いものと思われる。

(2) 成功・不成功時における竹万速度の速度率

図10は，成功・不成功時の仕かける者と受ける

者との竹万速度の関係を速度率(係数〉の面から

みたものである。

成功する時も不成功の場合も，面すり上げ面の

時と同じく，仕かける者と受ける者の竹刀速度と

の間には，一定の関係がみられ，そしてある範囲

内に分布するのがみられた。成功する場合は30""'

50の係数範囲内に分布し，不成功の場合は10""'25

の係数範囲内に分布しているのがみられた。

図10 小手すり上げ小手の係数図

A:振りおろす竹万速度

B:受け手の竹万速度
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4.払い面打と面すり上げ面打の係数図による比較

図4が示す払い面打の係数図と，図 7が示す面すり上げ面打の係数図を総合的にみると，払

い面打という自分の竹万操作によって一方的に打撃動作を行なう場合も，面すり上げ面打とい

う相手の竹万速度との関係で打撃動作を行なう場合でも，各々ある一定の範囲内に係数が含ま

れ成功していることが示されている。

しかし，その係数の集まる範囲は異なり，払い面打のように自分の竹万操作でしかけて打つ

場合には，成功するときの係数の値が小さく，集まる範囲も小さい所に位置している。また，

同じ成功する場合でも，面すり上げ面打のように，相手の竹万速度との関係から動作を行なう

場合には，払い面打よりも係数が大きく，集まる範閤も大きい所に位置しているのがみられる

これは，各わざの竹万操作の相違であり，成功する動作が行なわれたときは，各々係数が群

をなし，ある一定の範囲内にあり，その範囲内の速度で、動作が行なわれたことを示している。

以上のことから，面打をする方の意志により，受ける者の竹万を払って面を打つ場合には，

面すり上げ面打とは異なり，相手の竹万速度とは無関係に，自分の竹刀操作が行なわれるた

め，竹万速度に多少の余裕があるものと思われる。しかし，面すり上げ面打のように，相手が

打ってくる場合は，相手との竹万速度との関係を無視出来ず，払い面打ほど余裕のある動作に

はならないものと思われる。
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5.面すり上げ面打と小手すり上げ小手打の係数図による比較

図7，図10が示すように，これは，同一系統のわざでも，竹万操作や運動範囲の異なる動作

を比較したものである。

すり上げるという一定の条件が同じわざでも，面すり上げ面という大きな動作と，小手すり

上げ小手という小さな動作においては，おのおの係数範囲が示されるものの，その範囲が異な

り，動作の大きなものは係数の値が低く，集まる範囲も低い所に位置している。また，動作の

小さなものは，係数が高く，集まる範閤も高い所に位置しているのがみられる。

いわゆる，成功する動作が行なわれた時は，各々の係数範囲があり，その範囲内で自分の動

作が行なわれたものと思われる。特に安定した技術の現われは，この範囲内で常に竹万の処理

が出来ているものと思われる。

以上のことから考えると，面すり上げ面のように相手の運動範囲が大きな場合には，自分の

振り上げる竹万の速度には多少余裕があると思われるが，小手すり上げ小手のように，運動範

囲が小さく，相手の竹万速度が早い場合には，瞬発的に動作を行なわなければならず，すり上

げの機会のとらえ方がむずかしいものと思われる。

IV.総 括

しかけわざ(払い面〉でも応じわざ(面すり上げ面，小手すり上げ小手〉でも， そのわざが成功

したり不成功であった場合，打ち手と受け手の竹刀の速度率の関係は，それぞれ異なってはい

るが，一定の係数範囲内にあることが立証された。また，係数範囲内にかたまっているという

ことは常数とみて良いと思うし有効打突を行なう上で，打ち手と受け手の竹万速度が大きな

要因の一つであると思われる。いわゆる，タイミングよく払い，すり上げて有効打突を行なう

場合には，この係数範囲内での竹万操作の必要性が重要な要因の一つであると思われる。
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